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（ 行 事 名 ） に係る本道側留学生の派遣について

 記 者 レ ク の 発 表 者
 
お 知 ら せ 発表場所

概　 　 　 要 ○　 北海道教育委員会では、本道における国際的な視野を持った青少年の 
 育成と、ニュージーランドとの友好・親善を目的として、今年度初めて「北

  海道・ニュージーランド高校生交換留学促進事業」を実施します。
 ○　 つきましては、本道側留学生の派遣に係る日程等について、次のとおり

  お知らせします。
    【派遣概要】

 期　 　 　 間 令和６年３月９日（土）～３月24日（日）
   参加生徒数 道立高校５校から５名

  引　 　 　 率 往路：千歳高等学校教諭 １名
 　 復路：教育庁高校教育課職員 １名

 受　 入　 校 ワイヌイオマタ・ハイスクール
 宿　 泊　 先 上記学校の生徒家庭に各自ホームステイ
  備　 　 　 考 ニュージーランド側留学生の本道受入は、令和６年９月
  の予定
　 【派遣日程】

日時（現地） 内　 　 容 備　 　 考
  ３/９ 11:30 集合・出発式（※） ※出発式会場：
  (土) 12:30 搭乗手続開始  新千歳空港国内線

 13:35 新千歳空港発（NH2154便）  ターミナルビル１階
 15:25 成田空港着  会議室１A

18:30 成田空港発（NZ090便）
（機内泊）

３/10 9:05 ｵｰｸﾗﾝﾄﾞ国際空港着   
（NZ421便）(日) 11:00 ｵｰｸﾗﾝﾄﾞ国際空港発 

12:10 ｳｴﾘﾝﾄﾝ国際空港着
  ３/11(月) ニュージーランド滞在

～３/22(金) （ホームステイ・通学）
  ３/23 18:55 ｳｴﾘﾝﾄﾝ国際空港発（NZ452便） ※新千歳空港国内

 (土) 20:00 ｵｰｸﾗﾝﾄﾞ国際空港着  線ターミナルビル
 23:55 ｵｰｸﾗﾝﾄﾞ国際空港発（NZ095便）  １階到着ロビーで
 （機内泊）  出迎えの家族と合

  ３/24 ６:50 成田空港着  流後、解散
(日) 11:00 羽田空港発（NH061便）

12:35 新千歳空港着（※）

３/22（金）道教委幹部がワイヌイオマタ・ハイスクールにおいて視察を行います。参 考

報道（取材） ・ニュージーランドとの初めての交換留学事業となります。積極的な取材をお 
 に 当 た っ て 願いします。

の お 願 い

  担      当 教育庁学校教育局高校教育課国際交流係
 （ 連 絡 先 ） 課長補佐　 石黒　 千栄子　 TEL ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 011-206-6078 内線35‐731

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 公用ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ 011-585-6102 内線25001



 

< 出発式（３/９）集合場所案内図 > 

 

新千歳空港国内線ターミナル 1 階 

 
 

集合場所 「国内線ターミナル 1階 会議室 1Ａ」 

＊ 「北海道・ニュージーランド高校生交換留学促進事業出発式会場」と表示

があります。 

  ＊ 11 時 00分から入場できます。 

  ＊ 11 時 20 分までに集合してください。 

●新千歳空港の駐車場は利用客が

多く、出発式当日も混雑している可

能性があります。 

 余裕を持って集合してください。 



令和５年度（2023年度）北海道・ニュージーランド高校生交換留学促進事業実施要項 

（令和５年12月１日学校教育局高校教育課長決定） 

 

１　目的 

この要項は、高校生交換留学促進事業実施要綱（平成11年３月31日教育長決定）第７の規

定に基づき必要な事項を定め、その円滑な推進を図ることを目的とする。 

 

２　事業の内容  

  (1) 留 学 先  

　　  エデュケーション・ニュージーランドが決定したニュージーランド国内の公立高等学校

　　（以下「ＮＺ高等学校」という。）  

　(2) 留学期間  

　　　令和６年３月中で、北海道教育委員会とＮＺ高等学校とが合意した約２週間  

　(3) ニュージーランド留学生受入先  

令和５年度は受入なし  

(4) ニュージーランド留学生受入期間 

　令和５年度は受入なし  

  (5) 募集人員  

　　　道立高等学校及び道立中等教育学校（後期課程）（以下「高等学校等」という。）の生徒

　  計５名  

　(6) 引 率 者  

　　　往路（教員）、復路（教育庁職員）各１名（新千歳空港とニュージーランド内空港間の

引率等） 

　(7) ニュージーランドにおける通学  

北海道から派遣する留学生（以下「留学生」という。）は、ＮＺ高等学校が選考したニ

ュージーランド高校生の家庭にホームステイしながら、ＮＺ高等学校に通学し、授業、学

校行事等に参加する。 

(8) ニュージーランド留学生の受け入れ  

今年度に関しては、受入は行わず、北海道側の生徒の派遣のみとする。令和６年度は９

月にニュージーランド留学生を受入予定であり、受入校は別途募集する。  

 

３　ニュージーランドへの留学生派遣事業への参加要件  

留学生及び留学生が在籍する高等学校等の要件は次のとおりとする。  

(1) 留学生の応募資格  

　  ア 事業実施年度において、第１学年又は第２学年（道立中等教育学校にあっては第４学年

又は第５学年）に在学中の者 

　  イ 基礎的な英会話の能力があり、その向上に意欲的に取り組める者 

    ウ 異文化や異なる習慣、考え方を尊重し、共に学び合い、高め合うことができる者  

　  エ 心身とも健康で、かつ、外国での生活に適応できる者  

　  オ 帰国後、国際交流等に関する事業や行事に積極的に参加・協力できる者  

  (2) 留学生が在籍する高等学校等 

　  ア 国際交流、国際理解教育及び外国語教育に積極的に取り組んでいること  

イ 留学生及び留学生の保護者（以下「保護者」という。）に対し、留学前後における適切

  な指導・助言ができること  

ウ 留学中における留学生や保護者へのフォロー、留学先のＮＺ高等学校やニュージーラン

　ド受入家庭等関係者との連絡調整、緊急対応ができること 

 

４　留学生の募集及び決定 

(1) 留学を希望する生徒は、出願書（様式１）を在籍する高等学校長又は中等教育学校長（以

　　下「学校長」という。）に提出する。 

　(2) 上記３(2)の要件をすべて満たす高等学校等の学校長は、上記３の(1)の要件をすべて満 

    たす生徒２名を限度として選考の上、生徒から次のアの書類を徴し、次のイの書類と併せ



　　て上記(1)の書類に添付し、所轄の教育局に推薦すること。 

　ア　健康診断書（様式２）又は令和５年（2023年）４月１日以降に学校で受診した定期健 

  康診断の結果の写し 

　イ　推薦書（様式３） 

　(3) 北海道教育委員会は、別に定める選考要領により派遣候補者を選考する。S-TEAM教育推

進事業「社会との共創」推進プロジェクト（グローバル型）に参加している第１年次の生

徒は選考においてその活動実績を考慮する。さらに、派遣候補者の中からＮＺ高等学校と

協議・調整をした上で留学生を決定し、関係学校長あて通知する。 

 

５　事前研修会  

　　事前研修会は、留学生、保護者、留学生が在籍する高等学校等の担当教員及び引率教員等

　が出席する。  

 

６　経費の負担区分  

　　この事業に要する経費の負担区分は、次のとおりとする。 

　(1) 北海道教育委員会が補助する経費（保護者に対する補助）  

 　   高校生交換留学促進事業補助金交付要綱（平成６年６月１日教育長決定）に基づき、補

助する。 

　(2) 留学生の保護者が負担する経費  

 ア 事前研修会の参加に要する費用、留学生の自宅と新千歳空港間の往復に要する費用、海

外旅行保険料、パスポート取得料、NZeTA申請料、ホームステイ料、ＮＺ高等学校におけ

る行事等に参加する費用及び新千歳空港とニュージーランド国内の空港間の往復交通費

のうち、(1)の補助を超える部分  

 イ その他必要な経費 

　(3) ニュージーランド側受入家庭が負担する経費  

　　 留学生の滞在期間中の食費、通学に要する費用、宿泊費及び滞在宅から留学生が到着す

るニュージーランド国内の空港までの送迎に要する経費  

 

７  その他  

 (1) 留学生及び引率教員は本事業終了後、研修報告書（様式任意）を北海道教育委員会に提

出するものとする。  

 (2) 留学生が在籍する高等学校等は、留学生が事業を通じて得た経験や知識を他の生徒へ広

く還元することを目的として、留学生による成果報告の場を設けることとする。実施規模

及び方法は各校の判断によるが、全校生徒や近隣校生徒等にも広く事業効果を普及できる

よう努めること。 

 　　なお、報告会等の実施後30日以内に、様式４により実施状況を北海道教育委員会へ報告

すること。  

 (3) 保護者は、留学生を北海道教育委員会が指定する海外旅行保険に加入させることとし、

留学期間中の病気、事故等については、保護者の責任において対処するものとする。  

 (4) 留学生の留学期間中に病気、事故その他やむを得ない事情により留学を中止しなければ

ならない場合、又は滞在を継続することが適当でないと北海道教育委員会が認めた場合は、

留学生を帰国させることができるものとする。  

 (5) 留学生の留学期間中の欠席に伴う単位の扱いについては、留学生が在籍する高等学校等

と保護者が十分に話し合うこと。  

 (6) その他この交換留学事業について必要な事項は、北海道教育委員会とＮＺ高等学校が協

議して別に定めるものとする。 

 

　附　則 

この要項は、決定の日から施行する。


